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工m数従業員数 工渇数 常業勤員従数 臨業時員従数
1八戸 124 6,358 102 4,148 8 
2焼津 226 4,382 193 3,251 348 
3函館 134 4,286 114 3,332 548 
4石巻 130 4,225 107 2,787 436 
5塩釜 197 4,189 140 3,099 192 
6銚子 134 3,392 120 1,910 1,006 
7気仙沼 91 2,668 74 1,918 422 
8下関 46 2,641 35 1,207 251 
9釧路 66 2,566 73 1,431 737 
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』988 1”8 2002) 
100人以上 4 2 6 12 19 16 ・36.8
so～99人 7 3 9 19 28 23 ・32.1
30～49人 4 2 4 I 22 14 ・50.0
to～29人 6 7 20 34 61 37 -44.3 
l～9人 s 18 25 47 34 -46.8 
針 17 14 16 54 : IOI 177 124 -42.9 
・青森県水jl(cJIJ工業者名簿および各協組名簿
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創業年 計 100 so～30～IO～9人人
渇 工 白協目” 入以上 99人 49人 29人以下
1930～44 4 2 2 
1945～49 s 2 2 2 
1950年代 7 2 4 2 
1960年代 13 4 2 4 3 2 3 2 6 一一 一 一ー一一一ー円70年代 6 2 2 2 
1980年代 7 I I 3 2 4 
ー一一一 一一一1990年代 6 2 3 4 
2000年代




店lj 従業日数 i&l去地多従業員数加入 jfil加工 一，ーrm1・ /I司玄－署長 兼業業種 ノξ
年 組合 販売耳目 ？甘 すI;:τ~宇 ｜ 寸~
No. （億円｝ 動 ト -lrl'l: 動 ｜ 卜年
1933 魚市場 10～ 漁業 235 179 67 67 300 70 1985 
A 2 1948 食品協 10～ なし 140 63 IOI 100 100 300 1967 
大 3 1981 なし 10～ なし 124 109 。。120 40 1997. 娘
t員 4 1944 なし 10～ 小党第 120 100 10 10 300 20 1970 
5 1971 魚市4品 10～ 冷蔵倉Jill~監 17 RO 10 10 目（現在）
1955 食品協 ｜ 10～ なし (95) 
2 199「 四’なし 5～10 なし 89 70 。。99 。2001 
3 1975 なし 10～ なし 80 67 15 15 90 1982 
B 4 1960 なし 10～ なし 78 56 5 5 10 6 1994 
5 1949 fl-t市御 10～ 卸売業 76 44 19 19 13 1998 
見t
6 1959 魚市4島 10～ なし 70 44 一 107 宇 1996 ta 
7 1974 京t市右品 5～10 運送業 63 60 72 2001 
8 1964 なし 配 l～5 卸売業 60 55 95 3 J9ヲ4
9 1960 食品協 10～ なし 60 14 42 42 180 70 1988 
10 19.61 なし 10～ 56 46 70 1997 
I 1946 食品協 5～10 なし 52 ・16 74 1996 
12 2001 fl.,＼市治 10～ 卸先発 51 39 。 （現在）
1970 市加l工 5～10 ；倉Jil業 45 30 23 22 120 30 1992 
c 2 ・1948 「＊加工 5～10 なし 45 28 7 7 70 20 1980' 
'" 3 1947 市加工 5～10 なし 40 22 54 1979 見t4 1965 市加工 1～5 同卸売業 38 25 。。48 。2002 機
日 5 1987 fJ!.市羽詰 10～ 卸売業 37 26 コ 4 65 5 1995 
6 1969 魚市場 1～5 なし 37 26 8 8 60 。1980 
7 1936 f.（＼市右品 10～ 卸売業 33 9 44 ~ I 40 76 1986 
1938 市加工 I～5 なし 25 23 JO 10 30 5 1998 
2 1989? 市加工 ～0.1 なし 24 。 35 35 ? ? 1985 
3 1968 食品協 1～5 なし 20 ！？ 30 1970 
4 1962頃 市加工 0.5～l なし 20 ！？ 
D 5 1996 なし 3～10 なし 20 コ 40 38 16 55 1998 
6 1992 なし 0.1～0.5 なし 18 14 18 4 23 1995 ,I!. 
!jl; 7 1988 食品協 0.1～0.5 卸売業 18 9 2 2 
8 1967 市加工 l～5 なし 17 15 30 6 1985 
9 1958 なし l～5 食品加工，冷ij 15 12 
』電ー一10 1979 食品協 l～5 なし 13 10 18 4 1985 
11 1981 なし 5～10 卸売業 12 ー ー
吋伊
12 1962 なし l～5 卸~c~監 10 
1990? 食品協 0.5～l なし 9 7 12 l o J 19如
2 1980 なし l～5 なし 7 2 23 23 （現（£）
3 1991 なし l～5 卸売業 6 l5 15 ー 一
4 1950 魚市~ 1～5 なし 6 。20 20 10 30 1975 
E 5 1957 食品協 l～5 なし 6 。24 24 8 40 1965 
司事
細 6 1967 なし 5～10 卸売業 5 5 5 
7 1993 市！Jl工 l～5 卸売業 4 2 20 20 4 25 1999 
8 1984 なし 0.1～0.5 卸売業 4 2 4 4 
9 1963 長良市場 l～5 卸売禁 3 一 80 一 1975 
10 1952 なし 0.1～0.5 なし 3 2 （現在）
I 1970頃 なし 卸売禁 2 。 （現在）
12 1955 市加工 0 I～0. 。 15 r -I 1975
13 1966 なし ～0.1 卸売業 。 2 I .1997 
注 I) f創業年jの斜字1±.「1去人化年Jとして記入されたものを示す。 2）『ー jは無回答
3)B lの1造業員数は，無回答であったため，県水底IJIJ工業者名簿（2002i匹）に記般の数値を記した。
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ill38 ~ ;・ 2006 lドlυlW:Jt文化liJf究所長！要
サパの｝JfJ J.:.品目別・／il {r;J匁iJl~i似別 －
m悦階！同別力I」二業者数
第7表
1990 2002 2002 
11術額順位 出荷額順位 規模降初
I 2 3 1 2 3 八 B C D E 
フィレー 4 2 2 I 2 3 
しめリ・パ 2 3 3 2 3 2 3 3 
漬け物
Z井り／ν
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回答 地 京 阪 他数 ;n: 浜 神
8 7.S .·，；：~4 ・ 8.1 ＇.司．’；~~~ダルマ．’ロー ル 2002 8 S.6 3.8 .
~J:~i 3 1ιUι：：珂理i~.干咽4拓2:t 10.0 13.3 10 14.0 24.3 ー一一一2 4S 06 11.7 18.7 3 16.7 6.7 
「ー焼揚きげ加物工 百lドI~O明帥田イI: 4 15.0 '• .~：：~－・：：：~・、：／~！~~i6 12.S 
2 ‘’二62;5:. 24.0 S.O 8.S 
漬物珍味
1990 6 >'25;8 22.S 18.0 ：·｝~·，~~§ 
2002 7 。3・u，← 28.6. 7.1 
サパフィレー 1990 4 ·~：~ 1、3ヨ2’~：自l主，：、.~·~2お：；！町日r.:!,i.三五：五・:' 2002 4 一一－－司 F Fー E ー
しめサパ 1990 5 1.0 











































































，好漁場を沖合にもつ八戸 I品質第ーのため，量販店 l第一次産業を発展させるB 1 I I I I l産しか考えていない lへの販路は考えていない I 政策がないこと I 
人の出入りが多くなって活
気が出てくればよい










06 l輸入物が増えるだろう I 販路拡大 I 漁礎量が少いこと l経済の活性化
07 ｜型土原魚を扱う専門職の ｜中央師売市場から大型量｜地元水楊の減少，加工技 ｜土産や車内つまみとして常
目設置 l販店へ l術の遅れ l温流通できる商品の販売
D 1 これまでの水揚地から，加工地として開発してほしい
02 ｜原料不足の深刻化，加工｜宣伝力の弱い中小業者は｜不漁続きで加工業の先行
.., .. E製品作っても売れない l対抗方法が手1-/J）らない lきが不安
県外の方においしいと言わ
れる商品をヒットさせたい
04 一 1 ！！！~手一一一一一一J一一一一二一一
海外で前処理された半製 l末端販路先にチャンネル I 漁業衰退による原料確保o s I I I l需要噌の期待はできない品の導入 lを持つベンダーへの納品 lの優位性の喪失
06 特になし 特になし 原魚の調連 特になし
I h.. I 衛生面でも他産地に後れ，地元外からの原魚調達は i外国からも購入できる機 I l八戸をよりよく知ってもらえD 1 I I ~I ている。活気が出るように I 今後も増加する iがあれば検討する I lるよう，意識革命が必要
I E努力したい。 ’ 
D 8 I - l地元販売の強化 lイワシ，サパの確保に苦慮 I -









l海外原魚の調達ルートを l末端と直結している業者と l地場における原魚轍保の ｜首都圏の業者が八戸産地E 3 Iロニ I-:!: 』 1~＝ニ2 I l開発せざるを得ない lの取引を刷やす l困難性のt曽大 lを認餓してくれれば良い
卜一一←一一一一ム一一一一一一一寸一一一4一－苧．．←一一一一一一一1
E 4 I 一 I 一 l水揚減による原料不足 l八戸のイメ一ジアツプ
ES 二次問屋への直販 原料磁保 lなし
地元に水働されるものに集E 7 I 1不況のため．販路拡大せずl原料不足約する
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